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約

　
、
本
会
は
京
都
大
学
基
督
教
学
会
と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

　
　
吉
田
本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

　
　
に
置
く
。

二
、
本
会
は
基
督
教
学
研
究
の
進
展
を
目
的
と
す
る
。

三
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本
会
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前
条
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目
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達
成
す
る
た
め
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の
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行
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。
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演
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究
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究
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す
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す
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一
、

寄
稿
者
は
本
学
会
員
に
か
ぎ
る
。

二
、
内
容
は
未
発
表
の
学
術
論
文
で
あ
る
こ
と
。
採
否
な
ら
び
に
掲
載
の

　
　
時
期
は
、
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
の
報
告
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会

　
　
が
決
定
す
る
。

三
、
寄
稿
原
稿
は
、
論
文
に
つ
い
て
は
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o
字
詰
原
稿
用
紙
四
〇
～
五
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枚
（
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・
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ど
を
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究
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。
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の
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本
誌
の

御
註
文
は
、
最
寄
の
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、

も
し
く
は
、
右
記
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
（
振

替
0
1
0
三
〇
ー
五
－
七
二
〇
七
）
へ
、
送
料
と

も
一
七
八
五
円
（
定
価
1
五
七
五
円
、
送
料
一
二

o
円
）
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
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